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２学期中に借りた本を持っている人は、すみやかに返却してください。 

年末の大そうじで置き場所がわからなくなった・・・ということがないようにお願いします。 

 

宝達高校図書室☆冬休みの利用案内 

 

◎開館日 ・・・ １２月２５日（月）～２８日（木）   １月 ４日（木） ・ ５日（金） 

◎開館時間 ・・・ ８：１０ ～ １２：１５   １３：００ ～ １６：３０ 

                       １２：１５ ～ １３：００ は 入室できません。 

 

冬休み中の図書室利用ルール 

① 読書、自習での利用が可能 

           ただし、図書室前に “使用中” のお知らせが出ているときは 個人での利用は不可 

         ② 学習等で出たゴミは持ち帰る   使ったイスや本は元の場所にもどす 

         ③ 室内での飲食禁止 （水分補給も室外で行う） 

         ④ 大声でさわぐなど、ほかの利用者の迷惑になる行動の禁止 

みんなが気持ちよく利用できるよう、協力をお願いします 

 

冬休み用図書の貸出について 

貸出期間 ：  １月 ９日（火）まで 

冬休み中は １回につき ひとり１０さつまで（通常の２倍！） 貸出が可能です。 

 

図書室の本は宝達高校の生徒みんなのものです。 

借りた本を汚したり、なくしたりしないよう、大切にあつかいましょう。 

 

 

～二十四節気から～ 

冬至
と う じ

（１２月２２日頃）・・・１年で昼がもっとも短く 夜がもっとも長い日 

小寒
しょうかん

（１月 ５日頃）・・・本格的な寒さがはじまるころ           

 冬至には、かぼちゃやこんにゃく、あずきを入れたおかゆや赤飯などの特定の食べものを食べる習慣があります。 

また、おふろの湯にゆずを浮かべたゆず湯に入る習慣もあります。           （参考：ポプラディア情報館 『年中行事』） 

 

裏面に図書委員会企画があります。読んでね！ 



                     図書委員会企画 第２弾 

   こんなときにはこんな本 

宝達高校の先生方がみなさんにおすすめします！ 

読書が苦手な人でも気軽に読める本 ・・・ 『折々のうた １～１９』 大岡 信・編 

日本の詩歌
し い か

の古いものから新しいものまで筆者（詩人です）の解説付きで、幅広く知ることができます。 

心の支えとなる詩がきっとたくさんあります。 

（シリーズは１９冊ですが、どこから読んでもＯＫです。）  ☆おすすめしてくださったのは 江尻先生☆ 

 

思いっきり笑いたいときに読みたい本 ・・・ 『ももこの話』 さくら ももこ 

 いうまでもなく私は、昭和の生まれです。ちびまる子ちゃんと同じ世代です。 

だから、さくらももこさんのエッセイは共感できて、その頃の自分に戻れる一冊です。身の回りの出来事を笑

いに変える天才だと思います。 

 ぜひ昭和を感じて一緒に読みましょう。          ☆おすすめしてくださったのは 高田先生☆                      

 

おすすめのミステリー小説・推理小説 ・・・ 『マスカレード・ナイト』 東野 圭吾 

 東野圭吾「マスカレード」シリーズの第３弾。ホテルウーマンと刑事のコンビで事件を解決する物語。 

「敵も化けている。決して騙されるな。」とありますが、私も最後まで騙されていました。 

東野圭吾の物語は最後にすべてが収束に向かい、つじつまが合う、読んでいてスッキリする本です。 

皆さんもぜひ東野圭吾で謎解きをしてみて下さい。      ☆おすすめしてくださったのは 山村先生☆  

 

落ち込んでいるときに元気が出る本・・・『自炊男子「人生で大切なこと」が見つかる物語』 佐藤剛史 

 主人公・イケベタカシは九州教育大学の１年生。平凡な大学生活を過ごしていたが、食を大切にする彼女に、

カッコつけたくて自炊生活を始めた。 

「食」を通して成長し、平凡な毎日が変わりはじめていた・・・・。 

 タカシの成長とともに体験しながら、「人生で大切な人・モノ」に気づき、感謝の涙があふれてしまうかも。 

☆おすすめしてくださったのは 笠間先生☆ 

 

※これまで図書委員会企画で紹介した本は、図書室で読むことができます。 

（一部は、３学期の新着図書になります） 

 

 冬休みにはクリスマスやお正月などの楽しい行事がいっぱいですが、じっくりと読書をする時間

もつくってみてください。心を落ち着けて、新しい年を迎えましょう。 

今回は、干場・中村・山本（２年図書委員）が担当しました 

 

 

 

。 


